
令和８年度公共事業再評価の答申への対応方針について 
 

令和８年６月３日に岩手県政策評価委員会へ諮問し、同年９月 15 日に答申を受けた公共事業の再

評価について、次のとおり対応方針を決定しましたのでお知らせします。 

 

１ 対応方針 
(1)「経営体育成基盤整備事業 西黒沢（一関市）」（農林水産部所管） 

答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業を継続する。 

なお、今後の事業実施に当たっては、一層のコスト縮減に努めるとともに、事業効果の早期発

現を目指す。 

(2)「中山間地域総合整備事業（一般） 江刈（葛巻町）」（農林水産部所管） 

答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業を継続する。 

   なお、今後の事業実施に当たっては、一層のコスト縮減に努めるとともに、事業効果の早期発

現を目指す。 

(3)「農村地域防災減災事業 樋茂井（奥州市）」（農林水産部所管） 

答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業を継続する。 

なお、今後の事業実施に当たっては、一層のコスト縮減に努めるとともに、事業効果の早期発

現を目指す。 

(4)「林道整備事業 翁沢線（西和賀町）」（農林水産部所管） 

答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業を継続する。 

なお、今後の事業実施に当たっては、一層のコスト縮減に努めるとともに、事業効果の早期発

現を目指す。 

(5)「林道整備事業 ナイヨウ沢線（岩泉町）」（農林水産部所管） 

答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業を休止する。 

(6)「漁港整備事業 重茂漁港（宮古市）」（農林水産部所管） 

答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業を継続する。 

なお、今後の事業実施に当たっては、一層のコスト縮減に努めるとともに、事業効果の早期発

現を目指す。 

(7)「地域連携道路整備事業（ネットワーク形成型） 一般国道 281 号線 案内～戸呂町口（久慈市）」 

（県土整備部所管） 

答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業を継続する。 

なお、今後の事業実施に当たっては、一層のコスト縮減に努めるとともに、事業効果の早期発

現を目指す。 

(8)「地域連携道路整備事業（地域密着型） 主要地方道花巻大曲線 笹峠（西和賀町）」 

（県土整備部所管） 

答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業の休止を継続する。 

 

 



(9)「広域河川改修事業 二級河川新井田川水系瀬月内川 伊保内（九戸村）」（県土整備部所管） 

答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業を継続する。 

なお、今後の事業実施に当たっては、一層のコスト縮減に努めるとともに、事業効果の早期発

現を目指す。 

(10)「総合流域防災事業（河川） 二級河川宇部川水系明内川 野田（野田村）」（県土整備部所管） 

答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業を継続する。 

なお、今後の事業実施に当たっては、一層のコスト縮減に努めるとともに、事業効果の早期発

現を目指す。 

(11)「総合流域防災事業（河川） 一級河川北上川水系金流川 老松・永井（一関市）」 

（県土整備部所管） 

答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業を継続する。 

なお、今後の事業実施に当たっては、一層のコスト縮減に努めるとともに、事業効果の早期発

現を目指す。 

(12)「通常砂防事業 一級河川北上川水系 白山の沢（滝沢市）」（県土整備部所管） 

答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業を継続する。 

なお、今後の事業実施に当たっては、一層のコスト縮減に努めるとともに、事業効果の早期発

現を目指す。 

(13)「都市計画道路整備事業 都市計画道路上野西法寺線 高善寺（一戸町）」（県土整備部所管） 

答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業を継続する。 

なお、今後の事業実施に当たっては、一層のコスト縮減に努めるとともに、事業効果の早期発

現を目指す。 

 
２ 【参考】岩手県公共事業評価専門委員会における審議経過 

・ 令和８年６月９日 第１回専門委員会（諮問審議） 

・ 令和８年７月 14 日 第２回専門委員会（詳細審議） 

・ 令和８年８月 18 日 第３回専門委員会（現地調査） 

・ 令和８年９月 10 日 第４回専門委員会（答申案の検討） 

 



 

 

 

令和８年度公共事業の再評価の答申への対応方針 

内    容 対応方針 

令和８年６月３日付け政第 44号で諮問のあった公共事業の再評価につ

いて、次のとおり答申します。 

 

 

１ 経営体育成基盤整備事業 西黒沢（一関市） 

 【審議結果】 

「事業継続」とした県の評価は妥当と認められる。 

《農林水産部》 
 答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業を継続する。 
 なお、今後の事業実施に当たっては、一層のコスト縮減に努めるとと

もに、事業効果の早期発現を目指す。 
２ 中山間地域総合整備事業（一般） 江刈（葛巻町） 

 【審議結果】 

「事業継続」とした県の評価は妥当と認められる。 

《農林水産部》 
 答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業を継続する。 
 なお、今後の事業実施に当たっては、一層のコスト縮減に努めるとと

もに、事業効果の早期発現を目指す。 
３ 農村地域防災減災事業 樋茂井（奥州市） 

 【審議結果】 

「事業継続」とした県の評価は妥当と認められる。 

《農林水産部》 
 答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業を継続する。 
 なお、今後の事業実施に当たっては、一層のコスト縮減に努めるとと

もに、事業効果の早期発現を目指す。 
４ 林道整備事業 翁沢線（西和賀町） 

 【審議結果】 

「事業継続」とした県の評価は妥当と認められる。 

《農林水産部》 
 答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業を継続する。 
 なお、今後の事業実施に当たっては、一層のコスト縮減に努めるとと

もに、事業効果の早期発現を目指す。 
５ 林道整備事業 ナイヨウ沢線（岩泉町） 

 【審議結果】 

「要検討（休止）」とした県の評価は妥当と認められる。 

《農林水産部》 
 答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業を休止する。 

６ 漁港整備事業 重茂漁港（宮古市） 

 【審議結果】 

「事業継続」とした県の評価は妥当と認められる。 

《農林水産部》 
 答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業を継続する。 
 なお、今後の事業実施に当たっては、一層のコスト縮減に努めるとと

もに、事業効果の早期発現を目指す。 



 

内    容 対応方針 

７ 地域連携道路整備事業（ネットワーク形成型） 
一般国道 281 号 案内～戸呂町口（久慈市） 

 【審議結果】 

「事業継続」とした県の評価は妥当と認められる。 

《県土整備部》 
 答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業を継続する。 
 なお、今後の事業実施に当たっては、一層のコスト縮減に努めるとと

もに、事業効果の早期発現を目指す。 
８ 地域連携道路整備事業（地域密着型） 

主要地方道花巻大曲線 笹峠（西和賀町） 
 【審議結果】 

「要検討（休止）」とした県の評価は妥当と認められる。 

《県土整備部》 
 答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業の休止を継

続する。 

９ 広域河川改修事業  
二級河川新井田川水系瀬月内川 伊保内（九戸村）  

【審議結果】 

「事業継続」とした県の評価は妥当と認められる。 

《県土整備部》 
 答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業を継続する。 
 なお、今後の事業実施に当たっては、一層のコスト縮減に努めるとと

もに、事業効果の早期発現を目指す。 

10 総合流域防災事業（河川） 
二級河川宇部川水系明内川 野田（野田村）  

 【審議結果】 

「事業継続」とした県の評価は妥当と認められる。 

《県土整備部》 
 答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業を継続する。 
 なお、今後の事業実施に当たっては、一層のコスト縮減に努めるとと

もに、事業効果の早期発現を目指す。 

11 総合流域防災事業（河川） 
一級河川北上川水系金流川 老松・永井（一関市）  

 【審議結果】 

「事業継続」とした県の評価は妥当と認められる。 

《県土整備部》 
 答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業を継続する。 
 なお、今後の事業実施に当たっては、一層のコスト縮減に努めるとと

もに、事業効果の早期発現を目指す。 

12 通常砂防事業 一級河川北上川水系 白山の沢（滝沢市） 

 【審議結果】 

「事業継続」とした県の評価は妥当と認められる。 

《県土整備部》 
答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業を継続する。

なお、今後の事業実施に当たっては、一層のコスト縮減に努めるとと 
もに、事業効果の早期発現を目指す。 

13 都市計画道路整備事業  
都市計画道路上野西法寺線 高善寺（一戸町） 

 【審議結果】 

「事業継続」とした県の評価は妥当と認められる。 

《県土整備部》 
 答申において評価内容が妥当と認められたことから、事業を継続する。 
 なお、今後の事業実施に当たっては、一層のコスト縮減に努めるとと

もに、事業効果の早期発現を目指す。 


